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論文内容要旨
 被子植物群内においてヤナギ科0)しめる位置については,その花が本来無花被花であって,原始
 的な植物群であるApctalaeに属すると言う意見と,元来は有花被花であったか,花被片の退
 化によって一見無花被花状になったもので,いわば、より進化した植物群であるとする意見とがあ
 る。これらの意見の統一には,ヤナギ科植物のみならず,その近縁の植物の外部形態の研究は勿論,
 解剖学,器官学,発生学等,多くの分野にわたる研究が必要である。しかるに,今日までこれらの
 分野の研究はまことに不備であった。すなわちヤナギ科植物の発生学的研究に関しては,19世紀
 末から20世紀初めにかけて少数の学者によって行なわれたのみであり,しかもその結果は必ずし
 も一致しておらず,再研究を必要とする群もあり,発生学的には全く未知の属もあり,各属間の比
 較研究も行われていなかった。著者はこれらの問題の解決に貢献し,あわせてヤナギ科植物の分類
 に寄与することを目的として,当該科の4属9種をえらび,発生学的研究を行なった。
 さらに著者はナヤギ属の腋芽の器官学的研究を試みた。即ちヤナギ科の花は所謂花被をもたず,
 雌しべ又は雄しべの下部をとりまく輪状,又は向軸,反軸両側に,或はその一側に1個又は2個以
 トの腺体をもっている。乙の腺体の器官学的な解釈は研究者によって必ずしも一致していないが著
 者は,ヤナギ科植物の花は包の葉腋に生じた生殖的腋出枝であり,腺体はその枝に生じた葉的器官
 であると考える。即ち,栄養的腋出枝である腋芽における前出葉や下出葉は花における花被片(ヤ
 ナギの花では腺体)に対応できるものとの考えに基き,腋芽における前出葉と下出葉の器官学的研
 1先を行なった。
 Populus属の胚のう形成については2胞子性8核のAlli㎜～ty爬であるとの報告があったが,
 この報告には疑問があり,再研究が必要とされていなから未解決であった。著者はこの疑問を解決
 する目的で,lrl]属のセィヨウハコヤナギ(P・itaiica)及びヤマナラシ(P・sieboldii)の
 2種について,その胚のう形式を研究した結果いづれも1胞子性8核のPoiygonum-typeであ
 ることを確認した。
 又Populusの1種で非珠孔受精(合点受精)が報告されている。合点受精は働suarina,
 Juglans,Ostrya等の原始的な植物群に見られる所から,ヤナギ科がこれらと同機原始的な植
 物群である乙とを示す重要な証拠の1つと考える学者もあるが,Populusの合点受精は一部の発
 生学者からは疑問視されていた。上記の両極では珠孔を通って胚のうに侵入する明瞭な花粉管の像
 を観察した。即ち明らかな珠孔受精である。従ってヤナギ科の原始性の証拠の1つであった合点受
 精は訂正されるべきものと考える。
 著者は発生学的に全く未知であるオオバヤナギ(Tolsusuurbaniana)及びケシ.ウヤナギ
 (Choseniaarbutifolia)について,その胚のう形成と受精との研究を行1fつた。これらは古く
 からそれぞれ独立した属に分類されているので,次に述べるヤナギ属(Sahx)との発生学的な
 比較を特に注目した。
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 胚珠は両極とも倒生で,珠皮は1枚,crassinuceliarで胞原組織は多細胞である。減数分裂の
 後;4分胞子が形成されるがその巾の珠孔側の3個は退化し,合点側の1個よ1〕8核の胚のうが形
 成される1胞一∫急性8核のPolygollum-typeである。完成された胚のうは2個の助細胞と1個の卵
 細胞から成る卵装II㌔'1,3個の反足細胞及び2個の極核が癒合してできたq1心核かぢ)構成されるL、
 花粉管は常に珠孔を通って胚のうに侵入する,、この時期には1個の助細胞が破壊されているが残1)
 の1個はかなり暖まで残る.,一方3個の反足細胞は短命であるが,初期胚発生の時期までは明らか
 にそれと認められる、,以Lo)結果は全体としてヤナギ属グ)場合と殆/L,ど同様で発生学的には口、』
 た相違点は見られなかった。
 ヤナギ属の胚のう形成に関しては従来2胞押L8核のAllium-tyμであるか又は4胞・f性8
 核のAdoxa-typeであるとの報告と,1胞子性8核のPolygonlm-typeであるとの報告かあっ
 て再研究が要求されていブら害者は日本産の5種のヤナギ,即ち原始ヤナギ亜属(Protitca)に
 属するマルバヤナギ(Salixchaenormioides)と真lliヤナギ亜属(Euite芒L)に属する,
 ネコヤナギ(S.gracilistyla)イヌコリヤナギ(S.integra),タチャナギ(S.s由一
 fragihs),及びキツネヤナギ(S.vuipina)について,その胚のう形成の型を研究して,い
 づれも典型的蕉Polygonum-typeであることを確かめることかできた、,その結果ヤナギ属の胚の
 う形成は,同科の他の属と同様1)01ygonしm-typcであると結論する。
 又ProtlteaとEuheaとの間には発生学的には目、γつた差異は認められなかった、,
 花粉管はすべての種類で、戦こ珠孔を通って胚のうに侵人する珠孔受精であることか確かめられた。
 ヤナギ属の芽の器官学的研究の際に次の如き,いくつかの興味ある事実を見出した。ヤナギ属
 は木村有香の分類系によると,2つの亜属,真正ヤナギ亜属(Euitea)と原始ヤナギ亜属
 (Protitea)とに分類される。芽鱗の型については,前者は頭巾状であり,後者は石瓦状であ
 る。著者はProtiteaに属するアフリカ産のヤナギ,S.safsafの,ll斐芽において,通常のものよ
 りはるかに巾広い芽鱗を見出した。その大きき,維管束の数と位置などから判断して,これは疑い
 もなく,正常の芽鱗と,向軸側中央に出る第1下出葉とか合一したものと考えられる。又両者の癒
 合が不完全で,下部でのみ癒合し,上部はそれぞれ独立している例も観察きれた。この様に腋芽の
 中で,芽鱗と第1下出菓の癒合が起るとすれば,包の腋生枝である花においても前出葉と下出葉の
 癒合が起ることが期待される。このヤナギの花の腺体が雌しべ又は雄しべの下部をとりまく輪状を
 なし,浅く3裂することかあるのを考えあわせると,この腺体の構成には前出葉のα,〃(腋芽で
 は芽鱗)と,少くとも1つの下出葉rが関与するものと推論出来る、,即ち上記の現象は腺体の構成
 を論ずる上に間接的な証拠を与えたものと考える。
 ヤナギ科植物が雑種を11…り易い植物であることは良く知られて'いるか,EuiteaとProtitea
 の間の雑種は近年迄報告されたことがなかった、,従って,この様な雑種では,いかなる型の芽鱗が
 出現するか不明であり,著者にとり特に興味ある問題であった。近年アルゼンチン国内で発見され
 た,自然発生の雑種ヤナギ,Salixxargenfjnensisか,Eulteaの一一員であるS.babylonica
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き (シダレヤナギ)を♀とし,Protneaの一員である,S、h㎜boldtianaを♂とした雑種である
 ことが報じられたので,著者はこの雑種の腋芽の器官学的研究を行なった。大部分の芽鱗は,母方
 のEuitea型であり,一一部は所謂中間塑であり,父方のProtitea型は全く見られなかった。中間
 型芽麟とは,その基部は珊itea型で,横断面では,連続した輪状をなし,その先端部はProtitea
 型で,縁辺は向軸側中央附近で相重っている。その移行部では,縁辺は癒合していて,向軸側中央
 附近で深く折りたたまれているものである。
 本邦内では自然発生の雑種の中には,ProtiteaとEuiteaの間の雑種は発見されていな%
 著者は,神戸在住の園芸家石川栄之助氏か,多年人工的に交配して作出した多数の雑種ヤナギの中
 から,本邦産の唯一のProtiteaであるマルバヤナギ(S・chaenomeioldes)を一方の親とする
 7雑種をえらび,その腋芽の研究を行なった。その中2雑種で,中間型の芽鱗が見られた。マルバ
 ヤナギを母とし,ミネヤナギ×ダイセンヤナギ(S。reinli×daiseniensis)のF1を父とし
 た雑種では大部分の芽鱗が母方のPrDlltea型で,一・部は中間型であった,)しかし完全なEuitea
 型の芽鱗は全く見られなかった。次にバツコヤナギ(S・bakko)を母とし,マルバヤナギを父
 とした雑種では,大部分の芽鱗が,母方のEuitea型で,一部が中間型であった∩この場合完全な
 Protitea型は見られなかっに、
 又マルバヤナギを母とし,Euiteaに属する,サイコクキツネヤナギ(S.alopochroa),バ
 ッコヤナギ(S・bakko),ネコヤナギ(S・gracilistyla),イヌコリヤナギIS.inte-
 gra)、タチヤナギ(S.subfragiHs)のそれぞれを父とした雑種では,その芽鱗はすべて母
 方の肝otitea型で,中間型も,父方のEuitea型も見られなかった。
 以上の結果から,著者は次の如き結論を導いた、,即ち,ProtiteaとEuiteaの間の雑種では,
 その芽鱗は母方の型が中間となり,父方の型は出現しない。
 しかしこの現象については更に詳細の遺伝学的研究が必要である。
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 論文審査結果の要旨
 ヤナギ科植物の発生学的研究として洞科の4属(Populus,Toisusu,Ohosenia,Salix)
 9種について胚のう形成の型がいずれも1胞子性8核のタデ型であることを確め,従来報告された
 ネギ型,レンプクソウ型は認められなかった。さらにポプラ属の1種で非珠孔受精(合点受精)が
 報告されており,これはGasuarina,Juglans,Ostrya等の比較的原始的植物群に見出されて
 おり,従ってヤナギ科が原始的な植物群であることを示す重要な証拠の1つとされていた。しかし
 一L記4属9種(2種のPopuius属を含む)ではいづれも花紛管は珠孔を通って胚のうに侵入する
 珠孔受粉であり,この点からヤナギ科の原始性は裏付けられないと結論した。
 次にヤナギ属(Saiix)の2亜属(原始ヤナギ亜属Protitea,真正ヤナギ亜属Euitea)
 では,腋芽の鱗片(芽鱗)の型に相違がある。前者では1箇の鱗片が向軸側で覆い重なる型
 (Promea型)であり,後者では頭巾状(横断面で輪状)の型(Euitea型)である。アフリカ
 産のProtiteaであるSahxsafsafの腋芽で,1箇の鱗片と向軸側中央に出る第1下出葉とがい
 ろいろの程度に癒合したものを見出し偏このことから花を包に生ずる腋出枝と見倣すならば,
 花部腺体は,少なくとも栄養枝で芽鱗を形成する前出葉α,βと第1下出葉rが構成に関与すると
 推論した。また2亜属間の雑種における芽鱗の型についてアルゼンチン産自然雑種Salixxarg-
 entinensisと日本産の人工雑種で研究した結果,Protitca(アルゼンチン産ではS.humbol-
 dtiana,H本産ではS.chaen㎝eloldes)を母とし,Euitea(数種)を父としたものは,芽
 鱗はすべて'母方のProt1tea型であった,,逆にProtiteaを父とし,Euiteaを母とするものは芽
 鱗はEUitea型か中間型(基部がEUitea型,先端部はPrOtitea型,移行部は縁辺癒合し向軸側
 中央部で深く折り紀たまれている)で,父方のProtitea型は見られなかった。
 以一ヒ,ヤナギ科の4属9種について脛のう形成がタデ型であること,珠孔受精を行なうこと,ヤ
 ナギ属の2亜属間に見られる芽鱗の型の相違が両亜属聞雑種にどのように現れるかを確かめプもこ
 れらの発生学的,器官学的知見はヤナギ科の分類学的問題解明にも寄与するところ大であると考え
 られる。よって木村中外氏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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